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Water supports city to flourish at any time. It also supports people in various forms such as Seas, Lakes, 
Springs, Ponds, Rivers. Ancestors set up homes and built cities. Although there are small differences in scale 
(i.e. harbor city or village), water is always there. Water made great changes in residential formation or 
distribution of goods in each era. Today’s Osaka city has been prospered based on the Subdivision System in 
the middle ages and development of new fields through early modern times.  My report firstly compares city 
space from environmental factors and artificial factors, and later investigates the change in urban area of 
Osaka, according to waterside. 
Key Words : waterside,transport,river	  
 
 
１．	 はじめに 
いま、私たちが目にする大阪の市街地は中世の条里制、
近世の新田開発による農地を下敷きに開発を遂げてきた。	 
成型の街区で構成されており市街地の秩序性が住宅の
高密度立地を促している現状である。	 
私は「環境的要因」「人為的要因」によって都市空間
を比較し、大阪の都市変遷を「水辺空間」に沿って研究
を行う。	 
第一に、環境的背景として、「大阪港」という人や物
資・情報が集散する玄関が存在していること、氾濫を繰
り返した淀川水域との関わり、そして古代より、その土
地の大半が傾斜の少ない低湿地であった事、故に、湧水
池が点在していた事。	 
次に、人為的背景として、大阪市域を望む丘陵地に建
つ大阪城、最大で 12 あった市中を巡る堀川、市民の娯楽
であった芝居や遊廓の存在、商都として支えた市場や蔵
屋敷の立地や水運。	 
上記したものは一部であるが、これらの構成要素を含
む都市大阪を研究する。	 
 
２．	 近世大坂の成立	 
この時代の施作は現代大阪の基盤になっているものが
ほとんどである。	 
市中の縦横に張り巡らされた堀川はまさに水都の原風
景であると言っていいだろう。  
そこに架かる幾多の橋は数々の絵図や絵巻に描かれる
ことが多い。	 
城下町は東に位置し、水都大坂の様は西に重きを置く。	 
経済の中枢を大坂城下町に据えて、諸国の貿易を大坂
港、安治川、木津川、淀川が役目を果たしていた。 
（１）大坂城下町の成立 
まず、城下町とは「武家地」「町人地」「寺社地」の
３タイプにゾーニングする事が出来る。	 
これらを「江戸」「京」「大坂」の３つの都市に分け
て比較してみる。	 
近世において、土地面積を比較してみると、江戸-４４
㎢、京-２０㎢、大坂-１５㎢である（１６５０）	 
	 
図１	 江戸	 
	 
図２	 大坂	 
江戸に比べ、町人地に対する寺社地の割合が少ないこ
とが分かる。	 
過去に長い歴史を持った大寺院や神社に依存しており、
歴史の長い発展過程を有していた。それが町人地を多く
抱えており、遊楽地へと発生せしめた経緯がある。	 
（ex 四天王寺・生國魂神社）	 
城下町大坂の建設は、大坂三の丸から上町台地南端の
四天王寺まで行われた。やや南北方向に傾斜した上町
筋・谷町筋に沿って、北平野町・南平野町が造成され、
自治都市として栄えた。そして平野郷から町人を移住さ
せた事である。 
・町割と屋敷割	 
大坂では、東の上町台地と西の港湾部をつなぐ東西の
ルートに交通網の主軸があった。	 
故に、諸運河や東横掘川、西横堀川といった掘川以外
の堀川は、この軸線に平行に流れており、街路も「通り」
と呼ばれた。	 
南北方向のものは「筋」と呼ばれている。	 
商店などの格式あるものはほとんどがこの通りに面し
て立地している。	 
a)治水による都市整備	 
・大阪再興	 
慶長１９年（１６１４）の大坂冬の陣で、大坂城は本
丸を残して、二の丸・三の丸と惣構の掘を埋められ、翌
年の大坂夏の陣で大坂城とその城下は壊滅してしまう。
大坂城主となった松平忠明の治下に入ると、復興が勧め
られ、三の丸の解放、市街地の再開発、堀の開削による
新しい市街地の開発が実施された。	 
焦土と化した上町では、市街地の再開発が図られ、南
北の町並は東西の町並へと変換され、船場の地域との景
観の一体化が進められた。	 
再開発された町並は後に、伏見からやってきた町人の
居住地に当てられた。	 
（２）舟運から見た水都大坂の都市形成	 
a)堀川の開削とその舟運	 
「水都大阪」と謳われる由縁の一は、大阪が近世以降、
市中に張り巡らされた堀川にあると言える。	 
まず、堀川の開削を通時的に捉える。	 
（i）豊臣秀吉期	 
（ii）江戸時代松平忠明期	 
（iii）江戸時代幕領期	 
松平忠明は家康の外孫であり、前述した通り大阪城城
主に就いていた時期がある。	 
(i)	 豊臣秀吉期	 
東横堀川（1５８５）	 
天満堀川（１５９８）	 
西横掘川（１６００）	 
阿波座堀川（１６００）	 
（ii）	 松平忠明期	 
道頓堀川（１６１５）	 
江戸堀川（１６１７）	 
京町堀川（１６１７）	 
（iii）	 幕領期	 
海部堀川（１６２４）	 
長堀川（１６２５）	 
立売堀川（１６２６）	 
薩摩堀川（１６３０）	 
安治川（１６８４）	 
堀江川（１６９８）	 
高津入堀川（１７３４）	 
・堀割と街道	 
	 地域の形成過程を把握するためには、面的に捉える
よりも、地域を区切る河川や堀割といった線を軸に捉え
ることと考えた。	 
大坂の陣後、城下再興のために町人請負で堀割が順次
開削されていった。	 
線上を構成する要素に、もう１つ街道の存在がある。	 
・浜と公儀地	 
まず、都市大坂において、川と陸地を結ぶものが「浜」
である。浜は、川沿いの傾斜地のことであり、江戸の「河
岸」に相当するものである。浜は幕府の所有地（「公儀
地面」）であるが、冥加銀などを支払う事によって、船
着場や荷揚げ場のほか材木置場や納屋（倉庫）など多用
途に利用された。	 
永代浜の干鰯市の他、大江橋北詰から渡辺橋の間に位
置した堂島米市場の浜は「相庭の浜」と呼ばれたが、長
堀川上流の沿岸には住友家の銅吹所や本宅が置かれ、そ
の前浜の住友浜は銅の出荷で賑わった。	 
	 
	 	 
	 
図３	 浜と市場 
b)蔵屋敷の所在-中之島周辺-	 
・蔵屋敷の位置づけ	 
市内の舟運や各地の荷揚げ場の空間を抑え、要地であ
った公儀橋の所在を確認したところで、その物資の取り
扱いや貯蔵の役割を担っていた蔵屋敷はどのような存在
であったのか。	 
幕府政治の中心地であった江戸は大消費地であり、１
００万人を超す人口が集中した諸国の掃溜であり、大坂
は全国の物資を大量に集散する流通の中核市場であった。	 
江戸の大名屋敷とは異なり、大坂の蔵屋敷は各藩の必
要性に応じて設置されるものであり、事情に応じて設
置・移転・廃止されていたことが特徴である。	 
・蔵屋敷という建物	 
諸藩にとって蔵屋敷は江戸の藩邸と同じ位置付けであ
った。	 
御米蔵は大坂蔵屋敷を象徴する建物であり、中之島周
辺や江戸堀川・土佐堀川に沿って、白壁の米蔵が連なる
風景は大坂の風景美を象徴するものであった。	 
大坂の蔵屋敷は、西国の多くの藩が有していたのに対
し、東国の藩は僅かであった。	 
享保５年（１７４８）「難波丸網目」では当時存在し
た２６２藩のうち、記載があるものは、東北３（２７）、
関東６（４８）、甲信０（１０）、東海５（３３）、北
陸３（２０）、近畿５（４０）、中国２２（３５）、四
国１２（１４）、九州３２(３５)となっている。	 
いずれも西国諸藩の１０万石以上、最大の熊本藩に至
っては５４万石余の大藩であった。 
この他にも、具体的な数は不明であるが、高知藩蔵屋
敷のように川岸に設けた凹部に船を着岸させる形式や津
山藩蔵屋敷のように川中に杭塀で囲いを作る形式、川岸
に岸岐という石段を設ける形式などがあった。 
	 
	 
図４	 広島藩断面図	 
（２）商業と遊興から見た水都大坂の都市空間 
a）廓と新地-都市と周縁部-	 
・「大坂の新町」	 
大坂の諸町は、大坂の陣後の元和元年（１６１５）、
松平忠明が入部した時点で成立していた「古町」と、そ
れ以降に開発の進んだ西船場、島之内に成立した「新町」
に分けられる。	 
	 
図５	 市内形成史	 
・市場形成とその分類	 
	 はじめに、大坂三郷の北部にある中之島を中心とす
る地区。淀川本流に沿う地区である。淀川は大坂市内に
入ると大川と呼ばれる。中之島を挟んで、堂島川と土佐
堀川に分流する。この地域の経済機能を象徴するものが
蔵屋敷の存在である。諸藩の蔵物、特に米は安治川・尻
無川・木津川から遡行して、一旦、蔵屋敷に貯蔵される。
この米の売買は、米切手によってさばかれ、	 
切手取引が行われるのが、堂島米市場である。堂島米
市場の相場が全国での米の相場の標準となった。	 
諸藩の蔵米や納屋米といった大坂登米・大坂廻米が主
たる取引であった。 
もともと、大坂への領主米の集中は豊臣期から始まり、
大坂冬の陣前の慶長１９年（１６１４）初めには１６万
石が集められていた。蔵屋敷の門前には、大量の米をめ
がけ商人らが集い、入札制によって払米を落札し転売の
ために米市が建った。	 
中でも最大の米市は、寛永-正保頃有力な商人蔵元であ
った淀屋の初代常安が北浜に開設した市と伝えられてい
る。	 
やがて、元禄元年（１６８８）に堂島新地が開発され
たため、新地繁栄策の一つとして同１０年その地に移っ
た。これが堂島米市場であり、現在は淀屋橋の南詰に「淀
屋の屋敷跡」として碑が残るだけだが、毎年正月４日の
初相場の取引は、米市発祥の地を記念し、淀屋橋の南詰
で行われている。 
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図６	 堂島米市場	 
・道頓堀の芝居	 
市場や新地が形成され、人が集うようになると、その
場に遊興の空間が求められるようになる。道頓堀の芝居
小屋は寛永３年（１６２６）に新地開発の一環として設
けられた。 
遊里だけでなく、芝居もまた大坂の代表的な遊興的性
格を形作っている。建設以来、大坂市民にとってはなく
てはならない遊興施設となり、道頓堀界隈は盛り場の様
相を呈した。	 
当時、道頓堀には大芝居・中芝居（浜芝居）・小芝居
と呼ばれる芝居小屋が軒を連ね、また道頓堀の浜側には
芝居観客のための茶屋が軒を連ねた。	 
道頓堀には芝居茶屋が建ち並んでいたことは述べたが、
浜側の様相を調べると、川から直接船で乗り付けること
ができる構造になっていることがわかった。	 
芝居客は前夜から船で道頓堀に繰り出し、茶屋の船着
場からお茶子の案内で中へ通され、茶屋で宿泊していた。	 
芝居茶屋は天保以降６０軒余に増え、明治７年頃には
６３軒が浜側だけでなく、南側にも軒を連ねている。	 
市中の河川を遊覧できる人は限られおり、大坂三郷の
うち、船場を中心とした北組の商人たちが「天下の台所」
を担って富を蓄えた。	 
	 
図７	 道頓堀界隈	 
３．	 都市内水運の進展	 
（１）近代大阪の産業立地	 
a)開港地「大阪」	 	 
欧米との貿易港の位置が神戸港に奪われそうな形勢に
なった明治 13 年（１８８０）、新しい築港の必要性が生
じ始めていた。	 
元々、神戸は安政５年（１８５８）に結ばれた日米修
好通商条約において、兵庫が開港場のひとつに指定され
たことに始まる。	 
この条約では大阪の開市も決められた。	 
兵庫開港や大阪の開市は京都に近いこともあり、朝廷
からの勅許がなかなか得られず、慶応３年（１８６８）
にそれが果たされた。	 
古来の港町として、兵庫には外国人居留地を設ける余
地が乏しく、その東隣の寒村であった神戸村が開港場と
して指定された。	 
以後、神戸の地には、運上所・倉庫・波止場の建設や
居留地の造成が進められ、開港に至った。	 
具体的な動きが生まれたのは明治 30 年（１８９７）に
なってからの事であった。	 
川口居留地には築港事務所が設けられ、明治３６年（１
９０３）には長さ２５０間（約４５０m）、幅１５間（約
２７m）の大桟橋が完成した。	 
明治３８年（１９０５）には、大防波堤も竣工された
が、日露戦争の影響を受け、工事は停滞した。その工事
は第一次世界大戦の好況下に進捗し、内海航路旅客船の
発着も大正１１年（１９２２）に川口より天保山桟橋に
移った。その後大正末年には６５の定期航路と結ばれた。	 
	 港湾地域は、順調に市域拡張が進み、小工場や商店が
建ち並び始める。	 
商業地や住宅地も建設され、市街地化が進むが、その
計画の一方で境川運河などの開削もあり、水運の利便性
も増していった。	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臨海地帯には第一次世界大戦の好況を受け、金属や機
械部品の中小工場群が立地し、木材・土石・石炭などの
原材料を扱う業者も集中した。	 
	 
図８	 桟橋と居留地	 
b）物流形態の変化	 
近代に入ると、輸送力の高い鉄道が陸上輸送の中核を担
うようになる。全国では、河川舟運は内陸輸送路として
の役割を縮小させ、衰退の一途を辿るようになる。しか
し、大阪に関しては、物流や経済活動の拠点として都市
が発展したことを背景に、輸送路としての役割を拡大さ
せていった。全国の物流の中心地であった大阪は、前述
した通り、市中を堀川や河川で張り巡らされていた。こ
れらの輸送網は近代に入って以降も輸送に活用されてい
たのである。	 
	 
（２）近代大阪の変容	 
a）交通機関の発達	 
明治時代の大阪の最盛期は内国博覧会の時期である。	 
しかし、博覧会を迎える前に大阪市内には人力車の姿
が台頭していた。	 
新たな交通手段として市民には重宝されていたのであ
る。明治３年頃から人力車は開業し、明治１２年には１
万台を超え、全盛期である明治３５年には２万台を記録
していた。	 
博覧会には蒸気自動車が展示され、機会の到来を告げ
るものであったが未だに時代は人力に頼るものであった。	 
明治３７年（１９０４）には恵美須町～梅田間で乗り
合いの蒸気自動車が走るようになるが、市内全域を巡る
には人力車が広く利用されていた。しかし、博覧会の開
催に合わせて、巡航船の時代が到来してきたのである。	 
新町～湊町～戎橋～日本橋の乗降所間を結んで走る石
油発動機船は人力車よりもニーズが高かった。	 
船上からの眺めも良く、徐々に人気を博し、４艘での
運航だったが艘数も増え、航路も伸びていった。	 
	 
図９	 巡航船航路	 開業時	 
b)近代大阪の振興-川口居留地と松島遊廓-	 
淀川の河口、安治川と木津川の分岐点に位置する川口
は、外交・軍事上の要地として、江戸幕府も御船手を設
けていたが、明治に入ると、更に注目を浴びる地点とな
った。	 
明治元年、明治政府の直轄地になり、大阪開市に伴っ
て外国事務局・川口運上所が相次いで開設され、次いで
開港場に改められると共に、外国人居留地が設けられる
ようになる。	 
そして同時に松島遊廓の開設も決まった。	 
またこの地域は、旧幕府の御舟番・御舟蔵・御舟手奉
行役宅のあった地域である。	 
・松島遊廓の存在	 
	 遊廓の存在が希薄になる中で、遊廓経営に立て直し
のきっかけを与えたのは、明治８年（１８７５）、天満
宮御旅所の松島への移転である。	 
御旅所は天神祭での船渡御が行われるだけでなく、普
段から見世物や芸能の興行の場であった。	 
人が集まることで、自然に遊廓への流れが出来上がっ
ていた。	 
明治４年、遊廓内で*3 松島文学座が開業し、人形浄瑠
璃の植村文学軒という場所から「こけら落とし」の連続
興行で大当たりを出し、以後常打ちの劇場として人気を
得た。	 
明治５年に大阪府は市内８箇所での宮地芝居興行を廃
止し、転業もしくは松島への移転を命じた。	 
遊廓と芸能がまみえることで、繁栄した。	 
川口居留地に来る外国人の旅の気晴らしに役立て、日
本の一般女性に猥雑行為に及ぶ事態を回避するために、
東京・横浜・神戸・長崎などの居留地の例にならって遊
廓を開設した。	 
図によって松島遊廓が川口居留地の近辺にある理由が
理解できる。	 
新遊廓はスケール感の異なった遊女屋と大茶屋・小茶
屋などを作り、遊廓の中心地である仲之町には桜樹を植
え、家屋の構造に至っては東京吉原を模し、約３５０の
妓楼が軒を連ねた。	 
なかでも、大名の御座船を座敷建てに改築した花園楼、
北新地より移転した友鶴楼、屋上に金獅子を飾った洋館
造りの松鶴楼は大阪の新名所となったのである。	 
戦前まで、繁栄を見せた松島遊廓であったが、昭和２
０年３月１３日、大阪大空襲で罹災。	 
以後、遊廓は西側の九条１丁目、本田２丁目地区に移
転したが、昭和３３年の売春防止法施行により姿を消す
事となった。 
（３）大阪郊外への新天地	 
市民の目線はいつしか郊外に向けられるようになって
ゆく。	 
街区整備や近代建築の建設によって、大阪市内は水辺
とは距離が生まれる。	 
常日頃水辺と近しい距離であった娯楽や遊興といった
市民に根付いた文化はどこへ向かっていくのか。	 
本節で堺を取り上げることには意味がある。	 
堺は江戸時代より大坂において重要な位置を占めてい
た。	 
大和国から大阪湾に注ぐ河川が大和川であるが、江戸
時代初期には、この川は山城国から淀を経て大阪湾に注
ぐ淀川は大阪の市街地を経て流れ込んでいた。江戸時代
に土木工事を経て大阪市と堺市との間に流し、大阪市街
地の水害を防いでいた。	 
	 
図１０	 堺海浜公園	 
４．	 「大大阪」の道程	 
（１）産業都市大阪	 
a)「水の都」から「煙の都」へ	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 明治２０年頃	 
大阪に臨海工業地帯が出現するのは、築港の開設に伴
ってのことであった。	 
九条では、西九条・四貫島方面と市内を結ぶコース、
南安治川（現安治川１丁目）から常磐橋に至る北通筋に
至る道に最も早く商店街が出現した。	 
次いで、明治２５年に作られた九条新道や九条中通、
九条南通が新設され商店街や小工場が建設され初めてい
く。	 
そして、既述の通り花園橋付近に松島遊廓の煽りを受
け、西大阪の盛り場が誕生するのである。	 
そして、明治３６年花園橋～築港間で市電が開通し、
市内中心地と結ぶ高津線の開通がより一層の発展に拍車
をかけた。大阪に臨海工業地帯が出現するのは、築港の
開設に伴ってのことであった。	 
九条では、西九条・四貫島方面と市内を結ぶコース、
南安治川（現安治川１丁目）から常磐橋に至る北通筋に
至る道に最も早く商店街が出現した。	 
次いで、明治２５年に作られた九条新道や九条中通、
九条南通が新設され商店街や小工場が建設され初めてい
く。	 
そして、既述の通り花園橋付近に松島遊廓の煽りを受
け、西大阪の盛り場が誕生するのである。	 
そして、明治３６年花園橋～築港間で市電が開通し、
市内中心地と結ぶ高津線の開通がより一層の発展に拍車
をかけた。	 
境川以西では、市岡・湊屋・石田・田中・池田・八幡
屋などの広大な新田地帯であったが、市岡新田を通る九
間道路とその近辺を通る市電の開業によって都市的土地
利用の有望性が見直された。後に娯楽施設である「市岡
パラダイス」が大正１４年に開業することとなる。 
	 
図１１	 新田埋め立て変遷	 
b）市電網と巡航船	 明治３６年頃	 
	 明治３６年（１９０３）から昭和８年（１９３３）ま
では約３０年間は市電の時代であった。築港開港と地下
鉄開通に至るまで、この期間は、市電が大阪市内を巡っ
ていた。 
市電と同じ年に開業した巡航船を廃業にまで追いやり、
かつ市民の足として大いに活躍していた。大阪の市電は
日本初の市電であり、記念日には花電車が走り、全校唯
一の溜色の車体を走らせた。後に自動車や地下鉄の開通
に伴い衰退の一途を辿るが、それまでは近代大阪の風景
として捉えられていた。	 
本論では、この時代を産業都市大阪の基盤として考え、
市電開業に伴い、大阪港築港との関係性や、後の内国博
覧会の賑わいに通ずる動きを追った。市民にとって、大
阪市内外の遊覧をより身近に感じ、水辺空間での娯楽を
より進展させた。この人の動線を認識し、大阪の近代化
の特徴を知る手がかりと捉えた。	 
	 
（２）	 モダニズムへの脱却	 
a）「水景」建築-蔵屋敷の展開-	 
	 中之島周辺は、今日の状況を見るに大大阪のシビック
センター、ビジネスセンターとして、近代的な景観を整
えている。明治期に入ってからは蔵屋敷の土地利用は多
角的に行われていた。明治 4 年、政府によって多くの蔵
屋敷は収公され、他の城下町の城跡および、その周辺の
武家屋敷地区と同じように、土地のほとんどが官公庁・
学校用地に変換されていった。一方では、工場用地や、
そのまま倉庫群として利用されたケースも少なくはない。	 
古図で、「上中之島」と称された東部は官公商や公園
に、「下中之島」地域は文教地区や工業立地の場に選出
され、下中之島地域は倉庫業の分布が目立つようになっ
た。 
（b）「楽園」と「博覧会」	 
	 明治３６年の第五回内国勧業博覧会が、大阪の商工業
の繁栄、都市施設の充実に繋がった。	 
しかし、その跡地利用として大阪南部の発展に重要な
役割を投じた。	 
明治初年の頃は、新世界の入り口にあたる恵美	 
須町から南へ住吉方面まで一帯は畑地・墓地だったが、
このエリアに博覧会が誘致されたのである。	 
	 
図１２	 内国博覧会	 敷地 
（３）	 都市の余白	 
a）盛り場（ミナミ）	 
	 -道頓堀・千日前・新世界-	 
	 かつて、盛り場として市民との関わりを欠かせない
存在であった道頓堀の界隈は近代以後、どのような性格
を帯びていったのかを、まず述べていきたい。	 
ミナミとは古くは六軒家あたりを指したが、次第に江
戸時代における大阪市街の南端、道頓堀、千日前あたり
を言うようになった。	 
また戦後はより南方の阿倍野方面の発展もめざましく、
その西の新世界の庶民的な歓楽街も続くようになった。	 
かつて、江戸時代には畑場八カ村の一つであった難波
はネギの産地であった。	 
そして、明治１７年（１８８４）、難波を起点に大阪
～大和川間に私鉄（阪堺鉄道）を開業した。これにより、
難波付近はにわかに活況を呈するようになり、ターミナ
ルデパートなどが進出し、後に難波はミナミの中心地と
成り上がった。	 
・新世界という新名所	 
前述した内国博覧会の跡地は公園として整備される計
画が進められていた。	 
跡地の５万１千坪程を「公園不用地」として民間に売
却し利益を天王寺公園の事業に充てる予定であった。	 
この「公園不用地」に建設されたのが、「模範的娯楽
場」と謳われた「新世界」である。 
計画街区として、北の街区はパリを模した放射線状の
街路樹が特色である。	 
そして道に開けた店舗は近世ドイツの街並みを思わせ
る建設様式であった。	 
中央の街区は遊園地を中心に、活動写真や芝居小屋、
美人探検館・厳島館などの仮設的な興行館、子供向けの
遊び場、売店が四方を囲む形で成立していった。	 
南の街区の大半は「市有地」として後に交通局の車庫
として扱われた。	 
東端の一角には、「石見横丁」「ジャンジャン横丁」
などと親しまれる飲屋街が誕生する。 
	 
b）パビリオン-東洋随一の大桟橋-	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 竣工３６年	 
ピア（pier）という単語は、桟橋や波止場として受け入
れられる。	 
船着場という機能を持ち、客船に乗降するためや貨物を
積み下ろしするために陸地と船を結びつけておくべき架
けられた橋のことをいう。大阪の河口部は沖積平野に開
けているために、水深が浅く、大型船は沖合に停泊する
しかなかった。	 
中心となる港湾施設、築港大桟橋が竣工したのが、明
治３６年（１９０３）７月の事である。明治３０年に建
設に入ったので、約６年の歳月を経ての事である結果、
幅２２m、長さは４５５m の桟橋が完成した。建設当初は
港湾施設としては機能しなかったが、市民の新たな娯楽
の場を提供する事となった。	 
中でも、魚釣りは人気を博し、当時の情景を写す写真
や文献に数多く登場している。	 
大阪の水辺空間は、川沿いや海辺と市内中心部だけに
止まらずに広域に広がっていた。 
	 
	 
図１３	 築港大桟橋	 
	 
５．	 結章	 
	 
・堀川の埋め立て	 	 
昭和に入り、市中を巡っていた堀川は順次埋め立ての
事業が展開していく。	 
１２あった堀川もそのうちの１０本が埋め立てられる。	 
昭和２６年代	 薩摩堀川、海部堀川	 
昭和３０年代	 江戸堀川、立売堀川、京町堀川	 
	 	 	 	 	 	 	 阿波堀川、堀江川、長堀川	 	 	 	 	 	 	 	 	 
昭和４０年代	 西横堀川、長堀川（下流）	 
昭和５０年代	 天満堀川	 
昭和年代、約２０年のうちにほとんどの河川、堀川が埋
め立てられた。	 
鉄道や市電の発達および自動車の普及により都市交通
形態が変わり河川や堀川の必要性が低下していった。	 
都市内の高密度立地に伴って、駐車場や公園の適地と
して堀川が利用された背景があるのだ。	 
大阪の都市の発展は常にこれらの堀川のネットワーク
が支えた。	 
淀川舟運や琴平への参詣船の中継港であり、観光都市
という側面は近世より以前から生まれていた。	 
東横堀川の浜蔵、道頓堀川に面した芝居茶屋群、大川
や土佐堀川にのぞむ旅館群など、河川沿いに景観も変化
を遂げてきたのである。	 
	 
図１４	 大阪	 水域変遷図 
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